
 

 

         

【全 体 概 要】 
 

〈６／２（月）〉 
  
○日本貿易振興機関（ジェトロ）・ホーチミン事務所訪問・意見交換 

 
・松本 暢之 所長からのベトナムの経済・人材の現状に関するブリーフィングの
後、意見交換を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ベトナムタカギ視察・意見交換 
 

・奈良県からベトナムに進出しているベトナムタカギを訪れ、ブリーフィング・工場
視察の後、意見交換を実施。 

 

 

※ベトナムタカギ 
・１９３０年創業。橿原市に本社を置く。インナーウェアの企画、開発、生産、販売
を行っている。 
・１９９０年代からベトナムへ進出。２００６年に現地法人ベトナムタカギを設立。 
・令和４年度 「奈良県海外展開リーディングカンパニー」として表彰。 
・令和６年度 「奈良県社員・シャイン職場づくり推進企業」として表彰。 

 

  



○現地旅行事業者向け観光プロモーション 
 
・山下知事が、ベトナム・ホーチミン市の旅行事業者１１社に向けて県内の魅力を
紹介するなど、奈良への誘客を呼びかけるトッププロモーションを実施。 

 

 

 

○エスハイ視察・意見交換 
 

・エスハイを訪問し、ベトナムでの人材育成・送出の現状についてのブリーフィン
グ、現場視察の後、奈良県への人材送出について意見交換を実施。 

 

             

※エスハイ 
・２００５年設立。ホーチミンに本社を置く。 
・独自カリキュラムによるベトナム人材の教育・研修、技術者・高度人材紹介、技
能実習生派遣、ベトナムに進出する企業向けの総合コンサルティング事業を行
っている。 

  



 

 

         

〈６／３（火）〉 
 
○ホーチミン市工科大学視察・意見交換 

 
・奈良県と学生インターンシップに係る覚書を締結しているホーチミン市工科大学
を訪問し、今後の人材受入について、意見交換。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○在ダナン日本国総領事館表敬訪問・意見交換 
 
・森 健朗 在ダナン日本国総領事を表敬訪問。フエ市、ダナン市などの現況に
係るブリーフィングを受けた後、奈良県とベトナムの交流について意見交換。 

 

〈６／４（水）〉 
 
○奈良県とフエ市との友好交流協力関係の樹立に関する合意覚書締結式 

 
・奈良県とフエ市間の、文化交流、観光、文化財保存、人材交流、労働と雇用、農
業、教育、貿易・投資等の分野での協力関係の推進を謳った、覚書を締結。 
 
 【山下知事の主な発言内容】 

「人材交流」や「労働と雇用」、「教育」など幅広い分野で友好・交流

関係が発展するものと期待。昨年度開始したホーチミン市工科大学と進

めているインターンシップ制度を、フエ大学とも新たに進めるなど、ま

ずは高度人材分野において、協力関係を具体的に進めていきたい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

＜６／５（木）＞ 
 
○フエ大学視察・意見交換 
 
・フエ大学を訪問し、高度人材の確保等に向けた今後の協力について意見交換。 

 

 

 

 

以下、「第１４回東アジア地方政府会合」の公式日程 
 

○山下知事及び参加地方政府等の代表とグエン・ヴァン・フオン フエ市人民委
員会委員長が会見 
 

 【山下知事の主な発言内容】 
本会合の目的は主に二つ。一つは、各国地方政府に共通する行政課題

について真摯な議論を通じて、行政能力の向上を図ること。もう一つ

は、参加者の相互理解や、交流を深め、地方政府間の友好と信頼関係

を高めること。今回の会合を通して、相互に実利のある、中長期的な

交流に繋がることを期待する。 
 

○地方政府紹介コーナー（ＰＲブース）の開幕式 
 

・会合期間中、会場内で奈良県を含む各地方政府の観光地や特産品等を紹介
するブースを設け、関係者にＰＲ。 

              



 

 

         

＜６／６（金）＞ 

 
○開会式 
・主催者及び事務局を代表し、グエン・ヴァン・フオン フエ市人民委員会委員長
及び下知事などが挨拶。 
 

【山下知事の主な発言内容】 

本会合は、ベトナム社会主義共和国で初めての開催。２つのメインセ

ッションでの議論を通じて、行政能力の向上に繋げていただくととも

に、参加者間の相互理解や交流を深め、地方政府間の友好と信頼を高

めていただきたい。 

 

○メインセッション（テーマ：「グリーンで持続可能な観光開発」） 
 
・山下知事が、地域特性を活かした持続可能な観光地づくりの取組事例として、
明日香村や山の辺の道などでの取組を紹介。 

 
【山下知事の主な発言内容】 

奈良県では、中部・南部・東部地域への誘客を促すため、地域それぞ

れが持つ魅力・特色に焦点をあてて、観光地として磨き上げを行うと

ともに、地域との共生を意識した「持続可能な観光地づくり」に取り

組んでいる。例えば、明日香村は、1400 年以上も前に日本最初の都が

置かれた場所として、周辺地域とともに「飛鳥・藤原の宮都」の、2026

年世界文化遺産登録を目指している。「明日香法」の下、開発規制と

財政支援を循環的に両立させながら、観光開発に取り組んでいる。 

 
 

 

 

 

 

 

 



○地域振興・マーケティングパネルディスカッション 

 

・山下知事が、県内の世界遺産やベトナムとゆかりのある県内の観光地のほか、
県内での体験活動や四季の魅力等を紹介するなど、奈良への誘客プロモーショ
ンを実施。 

 

 

○中国・陝西省西安市とバイ会談 

 
・第１３回会合を開催した西安市と今後の友好交流について意見交換。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

○閉会式 
 
・山下知事がメインセッションを総括し、報告したほか、新規会員の中国・遼寧省と、
河南省鄭州市を紹介。 

 

６／７（土） 
 
○現地歴史文化施設視察 

 
・フエ王宮等現地の歴史文化施設を視察。 

  



 

 

         

 

＜経済関係者は、上記とは別に、現地企業等の視察・意見交換を実施＞ 
 

○現地企業等の視察・意見交換 
 

・人材派遣企業や現地の起業支援機関などを視察し、意見交換を実施。 

（ダナン日本商工会議所との意見交換）        （デイスターグループとの意見交換） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ダナンＩＰＡとの意見交換） 

         


